
ＡＬＳ阻害剤交差抵抗性イヌホタルイの防除法 

 

スルホニルウレア（ＳＵ）抵抗性雑草にも効果が高い新規のアセト乳酸合成酵素（Ａ

ＬＳ）阻害剤（プロピリスルフロン・ピリミスルファン・ペノキススラム等）が急速に

普及している。 

しかし近年、ＡＬＳ阻害剤に対しても抵抗性を示す（以下、ＡＬＳ阻害剤交差抵抗性）

雑草の発生が認められており、県内でもＡＬＳ阻害剤交差抵抗性イヌホタルイが確認さ

れている。 

 

１ ＡＬＳ阻害剤交差抵抗性イヌホタルイに対する防除法 

新規ＡＬＳ阻害剤を適正使用したにも関わらず、特異的にイヌホタルイが残草した

場合は、ＡＬＳ阻害剤交差抵抗性であることを疑う必要がある。 

その場合は、イヌホタルイに対して効果が高くＡＬＳ阻害剤と作用機作の異なる成

分と、その成分を含む除草剤を使用する。有効成分及び散布適期は下記表の通り。 

  

 表 ＡＬＳ阻害剤交差抵抗性イヌホタルイに有効な成分一覧 

有効成分 散布適期 

ベンゾビシクロン ２～４葉期注１）まで 

テフリルトリオン ２～４葉期注１）まで 

ブロモブチド ２～３葉期注１）まで 

クロメプロップ ２葉期まで 

シメトリン・ＭＣＰＢ ２～３葉期注１）まで 

 注１ 除草剤ごとに異なる 

注２ 農薬登録は令和２年１月 10日現在 
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